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  石川県小松市 

― 日本の真ん中から、 
地方創生をリード ― 

～ こまつ創生は、ひとづくりから ～ 
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 こまつ創生総合戦略の位置づけ 

こまつ人口ビジョン 
（2040年までを展望） 

NEXT10年ビジョン 
（目標年次：2025年度） 

アクションプラン（行動計画） 

こまつ創生総合戦略 (計画期間：2015～2019年度) 

人口等の動向･ 
展望を踏まえる 

小松市都市デザイン（目標年次：2025年度） 

◉ 2015年10月制定 
◉ まちづくりの指針(他都市の基本構想にあたるもの) 

都市デザインの具体的イメージと 
主要な代用特性を設定 

❖ 小松市では、2011年策定の｢10年ビジョン｣のもと、社会や時代変化を先読みし、本市の特長とチャンスを活かしたまちづくりを実行してきました 
 結果として、合計特殊出生率や社会動態は、国立社会保障･人口問題研究所の推計よりも上振れで推移しています 
 

❖ 小松市では、これまでも、国の動きに先駆け、旗管理方式（Flag management）により、目標値を掲げＰＤＣＡサイクルでの政策の実行･検証に 
 取り組んできました 
 

❖ 人口減少への歯止めと人口減少社会の課題を克服するため、まち・ひと・しごと創生法が定める地方版総合戦略である「こまつ創生総合戦略」を 
 策定し、引き続き、旗管理方式を用いてこまつ創生を実行していきます 

こまつ創生を進める 
２つのエンジン 

共 創 
ＰＤＣＡ
サイクル 

政策と予算をリンクして 
こまつ創生を実行･検証 

ひとづくり 

人口目標 

   2025年 10万５千人以上 
 

 サブ目標 
   ◉ 15～64歳 ６万人以上 
   ◉ いきいきシニア率(※) 75％以上 
   ◉ 20歳未満 ２万人キープ 

都市デザインの人口目標を 
こまつ人口ビジョンの将来展望に反映 

人口減少の克服と人口減少社会の課題に先取りして対応する行動計画として位置づけ 

市民力、地域の絆 
こまつ創生会議 

オールこまつで取り組む 

将来人口予測と展望 

最良の 
こまつ創生の取組み 

こまつ創生実行本部 
(※)人口予測には、外国人の動向は織り込んでいない 
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(※)いきいきシニア率： 
  75歳以上で介護認定を受けて 
  いない人の割合 

10万人 

以上 

10.5万人 

以上 
10.6万人 

9.2 

現状の成り行き 

国立社会保障･人口問題研究所 

の推計値   

2025 2030 2035 2040 2020 2010 2015 

10.8万人 

10.1 

10.2 

8.8 



 こまつ創生に向けた４つの基本目標 

❖高度職業訓練など地域に根ざした 
 高等教育の重要性(地(知)の拠点) 
 

❖財政健全化、地方分権と地域の 
 自立性の高まり 

❖女性の活躍や若者の自立と子宝 
 社会との相関性 
 

❖高齢化に伴う社会保障費の増大 
 や家族など社会的負担の高まり 

❖デザインや機能性の追求、機械化･ 
 自動化･省力化による産業高度化 
 

❖全国的な人口構造のいびつ化と 
 働き手の減少 

❖観光立国・日本再興に向けて 
 国際便・国際貨物便は一層重要 
 

❖首都圏への一極集中の是正と 
 広域連携の促進 

 
 
○本社グローバル教育機能の集約 
 

○小松空港と新幹線小松駅 
 ・近くてより便利に 
 ・全国･海外からの人の往来が活発 
 

○大都市圏とつながる鉄道・高速 
 道路網 
 国際貨物など物流･ビジネス拠点 
 

○南加賀地域の拠点 
 機能の集積や通勤･通学    など 
 

本市の特長など 

 
 
○層が厚いものづくりパワー 
 ・日本で卓越した 
      ものづくりクラスター 
 ・息づく職人技などの伝統産業 
 ・古代浪漫と産業遺産・観光 
 

○県内トップクラスの農林業 
 と先進の６次産業化 
 

○女性が活躍できるまち 
 ・未来を拓く女性の働き方 
 ・創業や就労環境の変革   など 
 

 
 

○全国トップクラスの住みよさ 
 ・出産・子育てしやすいまち 
 ・国･県を上回る合計特殊出生率 
 ・就労にもプラスとなる３世代同居 
  や近居の高さと地域性 
 ・学力アップ 
 ・豊かな自然や伝統・食文化 
 

○市民が仕事や趣味で活躍 
 ・介護予防の取り組みと高い評価 
 ・若者・女性・母親・シニアの働く 
  意識と環境向上       など 

 
 
○グローバル産業とニッチ産業のパワー 
 ・企業・大学と一体となった 
  先駆的な産業人材育成の取組み 
 ・充実した産業人材育成制度 
 ・たくましい人材を提供 
 

○空港とグローバル企業･大学を通じた 
 盛んな海外交流 
 (ビジネス・文化・教育ほか) 
 

○まちづくりを進める行財政改革を 
 着実に実行            など 
 

北陸屈指のアクセス力を 
活かして、感性豊かで 

成長するまちを創り出します 

グローバル企業とともに、 
創造とサイエンスで 

たくましい産業を創生します 

住みよさをさらに高め、 
日本中から評価される 

ここちよい暮らしをつくります 

未来づくりはひとづくりから 
そして、 

ものづくりはひとづくりから 

日本全体の課題等 

はつらつとしたひとづくりで、 

 まちの活力と未来を創生 
 

こまつ創生総合戦略 基本目標 

アクセスを活かし、 
 新しい産業や文化、くらしを創生 
 

女性や若者、多様な人びとの 

      しごとを創生 
こまつでの、家族の幸せな 

ライフステージを創生 

～ 旗管理方式（Flag management）による政策展開 ～ 

こまつ創生の方向性 

ビジネス・観光・通学等で17万人以上が滞在 
(地域経済分析システム「RESAS」観光マップ分析) 

全国813市区中 総合２９位 
（東洋経済別冊 住みよさランキング2015） 

製造品出荷額等（2013年） 

石川県全体の約４分の１、北陸３県で第２位 
石川県内各大学等との包括連携 

４０以上の連携プロジェクト 
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４ ２ １ ３ 



○幼児教育から生涯学習まで一貫したひとづくり 
 ・保育と教育を両立し、特色ある幼児教育を展開するこども園を拡大 
 ・国際学習、伝統文化、自然体験など、特長を活かした小中学校づくり 
 ・公民館改革で、地域における生涯学習拠点としての機能を拡充 

○真のＣＯＣ(地(知)の拠点)を実現する新しい高等教育へ 
 ・公立の４年制大学を開学 
 ・そして、世界やふるさとのものづくり産業、地域の医療福祉、グローバ 
  ル交流を支え成長させる若い人材を育成 
 ・合わせて、シニアの学び直しや女性の活躍支援など、市民が学習できる 
  人材育成拠点を実現 

大学改革で 
新しい 

ひとの流れづくり 

行財政改革 

○次世代へ引き継ぐ安心の財政基盤づくり 
 ・将来負担を徹底して圧縮（市債発行額の抑制、繰上げ償還の実施） 
 ・職員定数の適正管理や固定費の圧縮により、柔軟な財政構造へ 
 

○市民から信頼される市役所へ変革 
 ・まちづくりをリードする職員育成（専門性と能力向上、人事制度改革） 
 ・機動的な組織づくり(目標共有、重複と隙間の解消、意思決定スピードアップ) 
 ・身近な組織づくり（身近な相談体制） 
 ・民間の経営感覚で仕事を改革(コスト低減、スピードアップ、満足度向上) 
  （業務改善、 民間へのシフト、積極的なICT導入、公共施設マネジメント） 

一貫した 
ひとづくり 

１ 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

❖ 認定こども園移行率 
 2015年度 50％(21/42園) ➤ 2020年度 90％ 

 [市調べ] 
 

❖ 若者就業率(20～34歳・学生等除く) 

 2010年 94.2％ ➤ 2020年 96％ 
[国勢調査より市推計] 

 

❖ (仮称)公立小松大学 開学 
 2018年度 ものづくり･医療･国際系学部等 
 (その後は、南加賀地域居住者の入学率や卒業 
 生の地元就職率等に置き換えを想定) 
 

❖ 公共施設延床面積 
 2014年度当初 464,400㎡ ➤ 2020年度当初 440,000㎡ 
 (2020年度までに14年度比 5％削減)  [市調べ] 
 

❖ マイナンバー個人番号カード交付数 
 2015～19年度の5年間で 9万枚 
  [保有率目安] 
   18歳以下･100％、19～64歳･80％、65歳以上･90％ 

[市調べ] 

はつらつ 

○理科・科学大好き青少年を育成 
 ・大学や企業と連携した幼児期からの理科教育、小中学校における理科・ 
  科学教育を実施 
 ・科学研究や宇宙開発の専門機関、大学・企業と共同で、サイエンスヒル 
  ズこまつにおいて最先端の科学技術教育を展開 

ものづくりは 
ひとづくり 

           はつらつとしたひとづくりで、まちの活力と未来を創生 
 

       ◉ 大学等理系進学率    2014年度卒  27.2％   2019年度卒 40％ ※市立高校生 
 

         ◉ 若者転入出(15～29歳)   2012～14年平均 転出超過 約50人    2019年 転入超過 100人 
 

           ◉ 将来負担軽減(市債残高)  2014年度末 1,306億円   2019年度末 1,234億円 

4 ※目標項目・目標値は随時見直します 

数値目標 

(ＫＰＩ) 

基本目標 



         女性や若者、多様な人びとのしごとを創生 
 

       ◉ ものづくり産業力(製造品出荷額等) 2013年 5,653億円    2019年 6,000億円以上 
 

       ◉ 女性就業率(20～64歳)      2010年 73.9％      2020年 80％ 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

❖ 女性の活躍 
 ◉ 女性経営者育成数 
  2015～19年度の5年間で 300人 
     [内訳目安] 
     経営者育成数･250人、創業者･50人 

[市調べ] 

 ◉ 女性就業者数(20～64歳) 
  2020年成行き 20,200人 ➤ 22,000人にアップ 
   (成行き値は2010年値73.9％を基準とした場合)  

[国勢調査より市推計] 
 

❖ ワーク・ライフ・バランス優良事業者数 
 2015～19年度の5年間で 30件         [市調べ] 
 

❖ ものづくり産業力(製造品出荷額等)   

  うち６次産業部門 
  2013年  82億円  ➤ 2019年 150億円 

 [工業統計調査] 
 

❖ 新産業創出等による新規就労者数 
 2015～19年度の5年間で 500人        [市調べ] 
 

❖ 木質バイオマス活用間伐チップ出荷量 
  (小松市分)  

 2014年度 900トン ➤  2019年度 2,000トン 
 [市調べ] 

 

❖ 年間商品販売額(卸売･小売合計） 

  2014年 2,008億円 ➤  2019年 2,200億円 
[商業統計調査] 

○成長産業への進化 
 ・グローバル企業や大学との共同による第一次産業の高度化(ICT農業など) 
  と６次産業化 
 ・環境王国ブランド力を高め、国内外に販路を拡大（米、トマトなど） 

○新たな経済価値の創出 
 ・木質バイオマス活用など再生可能エネルギー推進と企業の環境負荷軽減 

○日本を代表するものづくり産業クラスターのさらなる進化 
 ・グローバル企業を中心とした企業集積をさらに促進 
 ・人材育成、エネルギー技術等、トップランナーとしての取り組みを推進 

○バランスのとれたたくましい産業都市づくり 
 ・新産業ゾーンを形成 
 ・アクセスを活かした国際物流、医療・福祉・健康、企業本社機能など、 
  バランスのとれた企業誘致・育成 
 ・乗りものに代表されるものづくり技術や伝統産業など、強みを活かした 
  魅せる産業観光を推進 
 ・産学官共同研究や異業種交流を通じた創造とサイエンスで、技術力・ 
  価格力・提案力を向上 

○多様な分野での活躍を創出 
 ・おもてなし力やセンスを活かす観光やデザインなどの産業を育成 
 ・イノベーションによる機械化・自動化・省力化で、女性も働きやすい 
  環境づくり 
 ・起業家育成とフォローアップ体制を拡充 
 ・ワーク･ライフ･バランスを企業とともに充実 

産業競争力を 
強化 

農林水産業を 
高度化 

女性の活躍を 
応援 

○時代に対応した産業へ 

 ・カードやICTなど新技術による便利で多様なビジネススタイルを展開 
 ・金融機関と連携したきめ細やかな起業・創業支援 

新たなビジネス 
スタイルへの転換 

２ 
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たくましい 

※目標項目・目標値は随時見直します 

数値目標 

(ＫＰＩ) 

基本目標 



        こまつでの、家族の幸せなライフステージを創生 
 

         ◉ 合計特殊出生率    2012年    1.69     2019年   1.75 
 

       ◉ 住みよさランキング  2015年 29位/813市区   2019年 20位以内 
 

       ◉ いきいきシニア率   2014年度   66％      2019年度 70％ 

○予防重視で健康寿命を伸長 
 ・市民病院を中心とした医療機関との連携による予防医療を充実 
  （介護、認知症、生活習慣病、がんなど） 
 ・運動、食生活など大学と共同で予防プログラムを研究実施 
 ・認知症など、地域におけるサポーターを拡大 

○シニアが活躍する機会を創出 
 ・農業やものづくり技術指導など、仕事での活躍を推進 
 ・さらに、豊かな里山での活動拠点を整備（農業や食などで活躍） 
 ・子育て、教育、地域活動など社会貢献活動を促進 

○日本トップクラスの結婚・出産・子育て環境づくり 
 ・出会いや結婚によるアニバーサリーづくりを支援 
 ・不妊・不育治療支援や妊産婦健診の充実をはじめとした各種サポート 
 ・子ども医療費や保育料など、経済的負担を軽減 

○成長に応じたサポート体制を充実 
 ・子育て、発達障害 、食育など、きめ細やかで包括的な相談･サポート体制づくり 
 ・幼･保･こども園から小学校、小学校から中学校への成長過程を一貫支援 

○多様でここちよい居住を促進 
 ・外国人も含めたショート・ミドル・ロングステイを促進 
 ・３世代･準３世代住まい、 定住・ＵＩＪターン･移住促進支援と空き家の有効活用 

○やさしいまちづくりを展開 
 ・高齢者や障がいのある方、外国人など、住みやすく訪れやすく働きやすい 
  環境を整備 
 ・まちの利便性を高めるICカードの活用や公衆無線LANの整備推進 

○豊かな自然・文化を活かした市民の暮らしの質を向上 
 ・地域力とICTを活かした防災・防犯・交通安全で暮らしの安全性を向上 
 ・技術と絆を活かし、環境と共生する心豊かで便利な暮らしを実現 

日本一の 
子宝サポート 

住みよさの 
ランクアップ 

いきいきシニア 

３ 

(※)Ａ(マルＡ)大作戦： 
  市の各種政策やイベントを｢Arrange(アレンジ＝出会いの創出)｣し、 
  ｢Action(アクション＝実行)｣することで、素敵な｢Anniversary(アニ 
   バーサリー＝記念日)｣が生まれることを目指す取り組み 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

❖ Ａ大作戦(※)による結婚数 
 2015～19年度の5年間で 125組         [市調べ] 
 

❖ 育児をしている女性の有業率(南加賀地域) 

 2012年 73.3％  ➤ 2017年 80％ 
 [就業構造基本調査] 

 

❖ ようこそ小松(転入者数) 

 2014年 3,199人 ➤ 2019年 4,000人  [市調べ] 
 

❖ ３世代住まい比率(３世代同居世帯人員) 

 2020年成行き 推計20％未満 ➤ 25％にアップ 
 ※現状、３世代同居・近居人口は総人口の40～ 
   50％以上と見込んでおり、近居による準３世代 
   住まい比率も高めていく    [国勢調査等により市推計]  
 

❖ 幸せへの道しるべ総合得点(満点600点)  

 2013年度 361.3点  ➤ 2019年度 420点 
[市･金沢大学調査] 

 

❖ 高齢者就業率(65歳以上) 

 2010年 22.7％  ➤ 2020年 30％ 
 [国勢調査より市推計] 

 

❖ がん検診受診率 
 ◉ 胃･肺･大腸がん検診 
   2013年度 11.1～27.5％ ➤ 2019年度 33％ 
 ◉ 子宮・乳がん検診 
   2013年度 23.8～29.6％ ➤ 2019年度 50％ 

[市調べ] 
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ここちよい 

※目標項目・目標値は随時見直します 

数値目標 

(ＫＰＩ) 

基本目標 



  

       アクセスを活かし、新しい産業や文化、くらしを創生 
 

       ◉ 交流人口    2014年 380万人    2019年  500万人 
 

        ◉ 外国人宿泊者数 2014年 5,216人    2019年 20,000人 

○優れたアクセスを活かしたおもしろいまちづくり 
 ・空港周辺･駅周辺のおもしろさ(魅力や利便性)と都市機能をレベルアップ 
  （アミューズメント･人材育成･宿泊機能など） 
 ・さらなる産業振興と拠点性の向上を加速 
 ・首都圏に立地する機能(企業本社機能や教育研究機能、政府機関等)の 
  受け入れを促進（まちの強みの活用･発信、インセンティブ制度など） 

○ビジネス・観光・教育等でのグローバル交流を拡大 
 ・地域資源（産業、自然、文化、食など）の評価とブランド力を向上 
 ・観光や教育などのインバウンドを拡大 
 ・大学や企業と連携した海外インターンシップを拡大 
 ・スポーツ・文化系合宿や大会、ＭＩＣＥ等の積極的誘致 
 ・企業の結び付き等を活かした海外都市との新しい交流を展開 
 ・交流を通じた新産業の創出と新しい小松文化の創造 

広域連携を 
充実 

○北陸屈指の交通ネットワークをさらに向上 
 ・小松空港の国際化(国際便・国際貨物便)と機能拡充 
 ・北陸新幹線の小松開業促進（2023年開業へ） 
 ・空港・駅における交通アクセス充実（鉄道やバス、レンタカーなど多様 
  で便利で快適な交通機能） 
 ・ビジネスや観光等の振興に資する広域道路網の整備促進 

○広域エリアの連携充実と拠点性を高める 
 ・近隣市町との連携による産業振興や人材育成、医療・福祉等の充実 
 ・定住自立圏に向けた中心市宣言と具体的連携の調整 

空・陸・海の 
アクセス向上 

拠点エリアの 
魅力アップ 

グローバル交流を 
展開 

４ 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

❖ 小松駅年間乗車人員 
 2013年度 145万4,536人 ➤ 2019年度 170万人 

 [市調べ] 

 

❖ 小松空港国際線旅客数 
 2014年度 18万8,321人 ➤ 2019年度 25万人 

[国土交通省 空港管理状況調書] 

 

❖ 国等からの地域資源評価(認定)数 
 2015～19年度の5年間で 延べ30件 
 (日本遺産認定など)          [市調べ] 

 

❖ MICE開催数(研修・合宿・国際会議等)   

 2014年度 36件 ➤ 2019年度 70件 
[市調べ] 

 

❖ スポーツ合宿延べ人数 
 2014年度 24,754人 ➤ 2019年度 35,000人 

 [市調べ] 
 

❖ 広域連携 
 ◉ 一部事務組合等共同事業 
   2015年度 5事業 ➤ 2020年度当初 6事業 
 

 ◉ 新たな連携事業数 
   2015～19年度の5年間で 10件 
 

 ◉ 民間レベルでの新たな交流数 
   2015～19年度の5年間で 10件  [いずれも市調べ] 
 

 ◉ 働く･学ぶ･楽しむ流入人口(昼夜間人口比率) 
   2010年 1.01 ➤ 2020年 1.02  [国勢調査] 

7 

おもしろい 

※目標項目・目標値は随時見直します 

数値目標 

(ＫＰＩ) 

基本目標 
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［参考１］ 人口ビジョン 

総人口 20歳未満人口 

活力人口(15歳以上65歳未満) 

 2010  2014   2025    2040  2010  2014  2025     2040 

 2010  2014  2025     2040 

108 
105 

92 

100 

102 

66 60 

49 

55 
59 

21 20 

16 

20 

18 

(千人) 

(千人) 

(千人) 

108 

+5,000人以上 

❖女性のワーク･ライフ･バランス 

❖３世代、準３世代住まい 

❖日本トップクラスの子育て環境 

                   など 

❖仕事創出による転入 

❖地元への大学進学・就職 

❖住みよさを高め、 

  定住・移住・外国人     など  

社
会
動
態 

自
然
動
態 

+3,000人以上 

21 

64 

※人口は国勢調査を基準とします 
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［参考２］ 人口ビジョンに向けた主な目標値の整理 

合計特殊出生率 

2012   2019    2035 

1.69 

2.10 

1.75 

いきいきシニア率 

66％ 

75％ 

70％ 

2014   2019   2025 

若者転入出 
     (15～29歳) 

▲50人 

＋100人 

転入者数 

女性就業率 

交流人口 ものづくり産業力 

３世代住まい比率 

3,199人 

4,000人 

5,216人 

20,000人 

380万人 

500万人 5,653 
億円 

6,000 
億円以上 

82億円 

150億円 

2010     2020 

73.9％ 

80％ 

20％未満 

25％ 

2020 

2014   2019 2014     2019 2013    2019 

外国人宿泊者数 
うち6次産業部門 

成り行き 

(20～64歳) 

※目標項目・目標値は随時見直します 

2012     2019     
～2014 



古代中世の南加賀は日本の歴史の交差点 
❖２万年前の後期旧石器時代の八里向山遺跡から出土したナイフ形石器 
❖南部エリアから出土する装飾品素材の碧玉は、高度な技術で加工され 
 日本各地の王などを魅了 
❖古代には、北陸地方最大規模の製陶･製鉄地域を形成 
❖律令体制の最後となる｢加賀国｣が立国。この地は 
 政治･行政の中心に 
❖人々を魅了する能｢安宅｣、歌舞伎十八番｢勧進帳｣の物語 

誇れる優れた技術・自然と景観 
❖世界に誇る建設機械・輸送機械の次世代技術 
 (ハイブリッド、 ICTなど) 
❖環境王国育ちの蛍米や、トマト･小松うどんなどは、おいしい 
 食ブランド 
❖｢日本三名山｣霊峰白山の素晴らしい眺望 
❖県内唯一の姿を残す水郷木場潟では、 
 天皇･皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、全国植樹祭開催(2015年５月)  
 日本の｢絶景の道100選｣として、健康レクリエーションのメッカに 
❖開湯1300年の歴史、粟津温泉 

民が育てたまち小松 
❖加賀藩三代･前田利常公が殖産興業(加賀絹、小松瓦、畳表など)や 
 農業・物流・文化を振興 
 そして、町人文化が開花(裏千家と縁の深い茶道、寺社、曳山など) 
❖伝統工芸品｢九谷焼｣を支える花坂陶石 
❖日用杉を代表に、木材の主産地。海運を利用して京都の寺社にも利用 
❖北前船(交易、食文化)の海運業で繁栄。今は航空輸送で栄える小松空港 
❖鉱山をルーツに、国内外で活躍する機械産業に進化 
 
 

●問い合わせ先 

 小松市 総合政策部 経営政策課 
 〒923-8650 石川県小松市小馬出町91番地 
 TEL ： 0761-24-8037  FAX ： 0761-21-0285 
 E-mail ： kikaku@city.komatsu.lg.jp 


